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1．スーパーかせんカゴの概要と特徴・用途例 

「スーパーかせんカゴ」は、再生高強力ポリエステル繊維（ペットボトル再生繊維）などを芯材

とし、ポリエチレンにて被覆し耐候性に優れた線材にて網状に製作し、長方型状に加工した袋材

で、その中に詰石（玉石、割栗石、コンクリート塊など）を充填し河川や海岸の護岸・河岸の緑化

工として使用し、耐海水性、耐酸性に優れ、サビない・腐らない・軽く環境にやさしいこれから

の多自然型護岸工法に適応した次世代型護岸材です。 

 

スーパーかせんカゴの特長 

○軽量で取扱いが容易で専門工を必要としません。 

○繊維材の使用により、サビ、ササクレ等が発生せず、作業中及び完成後も危険がありません。

又、濡れても滑りにくく安全です。 

○中詰め材は現地発生材やコンクリート塊（リサイクル材）が使用出来ます。 

○水生昆虫や魚の住み処になり、河川の生態系保護に役立ちます。 

 

スーパーかせんカゴ用途例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

護床工        植生マットとの併用 
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【吊上型】 

2.スーパーかせんカゴの規格と仕様 

1）製品規格 

仕様 

網地 ポリエステルコンポーズ無結節網 

網糸 ポリエステルコンポーズ線 φ2mm×2本撚り 

網目(標準) 50mm 

結合コイル ポリエステル線 φ3mm 

結合ロープ ポリエステル φ4mm 

強さ 

ポリエステルコンポーズ線 1.0kN以上/本 

結合コイル 引張強さ 3.0kN 以上 

結合ロープ 引張強さ 3.6kN 以上 伸び 40%以下 

 

2）製品仕様 

a）スロープタイプ（平張り）t=30cm･50cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b）多段積み及び、護床カゴタイプ（1.0×2.0 t=30cm･50cm） 

  

 

 

 

 

 

 

 

【製作枠】 【設置型】 

2.00ｍ以下

蓋網

標準構造図

基本ユニット（Ａタイプ）
たれ部長さ

3.0ｍ以上

仕切網

1.
50
ｍ
以
下

側網

底網

仕切網

2.0
0ｍ

以下

標準断面図
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3.施工歩掛表 

a）スロープタイプ（平張り） 

 

 

b）多段積みタイプ（突込方式） 

 

100㎡当り直接工事費

t=30cm t=50cm

土木一般世話役 人 0.70 0.80

特 殊 作 業 員 人 0.90 1.20

普 通 作 業 員 人 8.00 9.90

スーパーかせんカゴ m2 100.00 100.00

中 詰 用 石 材 ｍ3 29.20 48.60 補正係数1.08

吸 出 防 止 材 t=10mm m2 107.00 107.00 補正係数1.07

バックホウ
（クローラ型）

運　　転

排出ガス対策型（第1次基準値）
クローラ型山積0.8m3(平積0.6m3)

h 6.30 8.20

諸 雑 費 （労務費＋機械損料＋運転費）×4％ 式 1.00 1.00

小計

平面１㎡当り

※災害復旧工事の設計要領（平成24年版）：かごマット工による。

【製作歩掛】

数　量
名称 規格 単位 摘　要

製作１０基(正面10㎡)当り直接工事費

土木一般世話役 人 0.22

特 殊 作 業 員 人 0.32

普 通 作 業 員 人 0.66

スーパーかせんカゴ 1.0×2.0×0.5 基 10.00

中 詰 用 石 材 割栗石　15～20cm級(t=0.5) ｍ3 9.90 (容積×90%）×1.10

バックホウ
（クローラ型）

運　　転

標準型・超低騒音型・排出ガス対策
型（2014年規制）山積0.8m3（平積

0.6m3）
日 0.77

諸 雑 費 （労務費＋機械賃料＋運転費）×1％ 式 1.00

小計

１基当り

正面１㎡当り

【製作歩掛】

※国土交通省土木工事積算基準（令和6年度版）：かごマット工（多段積型）による。
見積条件：吸い出し防止材必要時別途計上　製作用型枠は含みません。

数　量名称 規格 単位 摘　要
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c）多段積みタイプ（並列方式） 

 

 

注）段数により下表の値を当てはめて下さい 

 

 

d）法面及び護床カゴタイプ 

 

 

施工段数2段 製作15基(正面10㎡)当り直接工事費

土木一般世話役 人 0.33

特 殊 作 業 員 人 0.48

普 通 作 業 員 人 0.99

スーパーかせんカゴ 1.0×2.0×0.5 基 15.00

中 詰 用 石 材 割栗石　15～20cm級(t=0.5) ｍ3 14.85 (容積×90%）×1.10

バックホウ
（クローラ型）

運　　転

標準型・超低騒音型・排出ガス対策
型（2014年規制）山積0.8m3（平積

0.6m3）
日 1.16

諸 雑 費 （労務費＋機械賃料＋運転費）×1％ 式 1.00

小計

１基当り

正面１㎡当り

※国土交通省土木工事積算基準（令和6年度版）：かごマット工（多段積型）による。
見積条件：吸い出し防止材必要時別途計上　　製作用型枠は含みません。

【製作歩掛】

名称 規格 単位 摘　要数　量

2 3 4 5

土木一般世話役 0.33 0.29 0.28 0.26

特殊作業員 0.48 0.43 0.40 0.38

普通作業員 0.99 0.88 0.83 0.79

カゴ基数 15.00 13.33 12.50 12.00

中詰用石材 14.85 13.20 12.38 11.88

バックホウ 1.16 1.03 0.96 0.92

名称
施工段数

製作１０基(平面積20㎡)当り直接工事費

1.0×2.0×0.3 1.0×2.0×0.5

土木一般世話役 人 0.13 0.22

特 殊 作 業 員 人 0.19 0.32

普 通 作 業 員 人 0.40 0.66

スーパーかせんカゴ 基 10.00 10.00

中 詰 用 石 材
割栗石 5～15cm級(t=0.3)

15～20cm級(t=0.5)
ｍ3 5.94 9.90 (容積×90%）×1.10

バックホウ
（クローラ型）

運　　転

標準型・超低騒音型・排出ガス対策
型（2014年規制）山積0.8m3（平積

0.6m3）
日 0.46 0.77

諸 雑 費 （労務費＋機械賃料＋運転費）×1％ 式 1.00 1.00

小計

１基当り

平面１㎡当り

【製作歩掛】

※国土交通省土木工事積算基準（令和6年度版）：かごマット工（多段積型）による。
見積条件：吸い出し防止材必要時別途計上　　製作用型枠は含みません。

数　量
摘　要単位規格名称
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4.スーパーかせんカゴの設計編 

護岸の勾配により、施工タイプが以下のように分かれる。 

・スロープタイプ 

1：2．0より緩い勾配 

 なお、上下部に支持構造の補強をすれば 1：1．5まで適用して良い。 

・多段積タイプ 

1：1．0より急な勾配 

また、1：1．0以上 1：2．0未満は、下表を参考に決定する。 

以下に、スロープタイプの設計方法を記載します。 

 

4-1護岸の構造検討 

護岸の構造検討は、以下の手順によることを標準とする。 

   

護岸構造の検討手順 

1．代表流速（Ｖo）の算定 

①設計水深（Ｈd）の設定 

②粗度係数（n）の算定 

③平均流速（Ｖm）の算定 

④補正係数（α）の算定 

⑤代表流速（Ｖo）の算定 

 

2．中詰め材料の粒径と護岸構造の選定 

①中詰め材料の平均粒径（Ｄm） 

②籠の厚さの選定 

③籠の網目の大きさと形状 

④籠の仕切り網の間隔と角度 

 

3．総合検討 

・構造別の適用区間の決定 

 

法面勾配 カゴタイプ 留  意  事  項 

0．5～1．0 多   段 5分に拘らず、できるだけ緩やかに 

1．0～1．5 － 多段と平張の※複合型を検討 

1．5～2．0 平張＋すべり防止 できるだけ緩やかに 

2．0 平   張 法長が長くなる場合はすべり防止を 

【解説】 

護岸の構造検討は、まず護岸施工

区間の堤防や河岸に働く代表流速

（Ｖo）を算定し、この代表流速に

対応した中詰め材料の平均粒経と

護岸構造を選定した後、総合的な

検討により、護岸構造と適用区間

の決定を行うものとする。 

※複合型 

スロープタイプ 

多段積タイプ 
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4-2代表流速の算定 

代表流速（Ｖo）は、平均流速（Ｖm）に補正係数（α）を乗じて求めるものとする。 

(鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準（案）H21.4より) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(袋型根固工の設計施工技術マニュアル（案） 平成 12年 3月より) 

 

低水護岸
堤防護岸

高水護岸

α1 ○ ○

α2 ○ －

α3 注1) ○

α4 ○ －

セグメント1 2以下

セグメント2 1.6以下

③代表琉速(Ｖo)の算出

Ｖo＝α･Ｖm
α=(1+α1+α2)･α3･α4

設計対象の護岸

注1)低水護岸の天端工・天端保護工の設計に用いる。
注2)割増が不要な場合、α1･α2は0、α3･α4は1とする。
注3)(1+α1+α2)の上限値は以下の通りとする。

湾曲の影響による補正係数

河床洗掘の影響による補正
係数

高水敷と低水路との流れの
干渉の影響による補正係数

根固め工の設置を考慮した
補正係数

【解説】
代表流速(Ｖo)の算定の流れは、以下の手順とする。

①設計水深(Ｈd)の設定

Ｈd＝D.W.L－Z

D.W.L:設計水位
　　Z:適用対象護岸の区分に応じて定まる高さ

②平均流速(Ｖm)の算出
　   １

Ｖm＝－･Ｈd2/3・Ie1/2

　　 ｎ

　 le:エネルギー勾配
　　n:低水路または高水敷粗度係数
　　　低水路粗度係数は流速係数φより算定
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4-2-1設計水深（Ｈd）の設定 

設計水深Ｈdは、次式により求めるものとする。 

設計水深（Ｈd）＝設計水位（Ｄ.Ｗ.Ｌ）－Ｚ 

Ｚは適用対象護岸の区分に応じて定まる高さである。適用対象の護岸は以下の通りとする。 

 

(鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準（案）H21.4より) 

a)高水護岸および高水護岸のすりつけ工の設計水深Ｈd 

b)天端保護工の設計水深Ｈd 

c)低水護岸および低水護岸のすりつけ工の設計水深Ｈd 

d)中小河川の単断面河道、堤防護岸および堤防護岸のすりつけ工の設計水深Ｈd 

高水敷 

高水敷 

高水敷 

高水敷 

Ｚ:堤防法尻付近の高水敷高あるいは
計画で想定される高水敷高のうちの
低い方を(Ｚfp)とする。 

Ｚ:低水路法肩部の高水敷高あるいは
計画で想定される高水敷高のうちの
低い方を(Ｚfp)とする。 

Ｚ:低水路の現況平均河床高あるいは
計画で想定される平均河床高のうち
の低い方を(Ｚmc)とする。 

Ｚ:低水路の現況平均河床高あるいは
計画で想定される平均河床高のうち
の低い方を(Ｚmc)とする。 
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4-2-2粗度係数（ｎ）の算定 

(1)低水路の粗度係数推定法 

低水路粗度係数ｎの推定は、以下の手順で行う。 

手順１：摩擦速度ｕ*の算定 

ｕ*＝√(g・Hd・Ie)  

手順２：無次元掃流力τ*の算定 

τ*＝ｕ*
2/(s･g･dR)  

ｓ＝ρs/ρw－1 

ここに、 

ｓ：河床材料の水中比重（通常 1.65程度） 

ｇ：重力加速度 

ｄR：河床材料の代表粒径 

ρS：石の密度 

ρW：水の密度 

手順３：代表粒径ｄR、無次元掃流力τ*より流速係数φを算定 

「河川砂防技術基準（案）同解説 調査編」p134「山本の方法」を参照し、流速係数φ

を算定 

手順４：粗度係数ｎの算定 

 

 

粗度係数の算定法は、この方法以外にも、「岸・黒木の方法」によって流速係数φを推定し 

ｎに換算する方法、設計対象水位相当の洪水実績から粗度係数を逆算する方法がある。 

 

(2)高水敷粗度係数の推定法 

高水敷粗度係数ｎは、高水敷上の設計水深Ｈdと護岸全面の地被の状態に応じて下図を参考 

に設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 Ｈd1/6

φ √g
･ｎ＝
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(3)単断面の粗度係数推定法 

中小河川等の単断面河道では、河床材料の他に河岸法面粗度の影響も無視できない。 

 この場合は河床部、高水敷部と護岸部（法面部）に分けて粗度係数を設定し、これらを合成し 

て求める合成粗度係数を用いるものとする。合成粗度係数の算出は下式による。 

 

 

 

 

 

なお、河床部の粗度係数は「(1)低水路の粗度係数推定」と同様に設定を行い、護岸部の粗 

度計数は以下により算出することを基本とする。詳細な算出方法は「美しい山河を守る災害復

旧基本方針」を参照することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準（案）H21.4より) 

  

 
 ｋs：相当粗度（ｍ） 

   [法面の凹凸の大きさを表す計数] 

  ｇ：重力加速度（ｍ/ｓ2） 

相当粗度は通常模型実験で算出するものであるが、相当粗

度が把握できない場合は下表を参考に設定する。 

護岸構造 粗度係数

間知、張ブロック (ks=0.04) 0.024

連接ブロック (ks=0.08) 0.027

鉄線籠型護岸 (詰石径20cm程度) 0.032

草丈20cm程度の雑草 0.032

木柵護岸 (詰石径15～20cm程度) 0.030

玉石 (径30cm程度) 、水深 (2～4m) 0.025

玉石 (径40cm程度) 、水深 (2m) 0.027

玉石 (径40cm程度) 、水深 (3～4m) 0.026

玉石 (径50cm程度) 、水深 (2～3m) 0.028

玉石 (径50cm程度) 、水深 (4m) 0.027

ｎ:河床部、高水敷部と護岸部（法面部）の合成粗度係数 
Ｓ:潤辺（Ｓ=Ｓ１＋・・・＋Ｓｍ） 
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4-2-3平均流速（Ｖm）の算定 

平均流速（Ｖm）は、設計対象護岸に応じて高水敷法尻部あるいは低水路断面の平均流速とし

てマニングの平均公式より算定を行う。 

1
ｎ

Ｖm＝ ･Ｈd2/3･Ｉe1/2

 

平均流速（Ｖm）の算出には、低水路あるいは高水敷の粗度係数ｎ、エネルギー勾配（Ｉe）を

用いるものとする。なお、概ね等流とみなせる場合はＩeの代わりに河床勾配（Ｉｂ：現状平均

河床勾配又は計画河床勾配のいずれか急勾配の方を使用する）を用いてよいものとする。 

 

4-2-4補正係数αの算定 

(1)湾曲の影響による補正係数（α１）の求め方 

  

 

   湾曲の影響による補正係数は、自由渦、強制渦の影響を考慮して以下のように算出する。 

Ｂ
2ｒ

α1＝
 

    ここに 

        Ｂ：川幅（低水路幅） 

        ｒ：河道曲率半径 

   なお、湾曲の影響による補正が必要な区間は、以下のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準（案）H21.4より) 

ただし、河道曲率半径ｒ、水中幅Ｂの比（ｒ/Ｂ）が２０以上の場合は、直線河道として取 

り扱い湾曲による補正は行われない。 

 

対象：低水護岸、堤防護岸、高水護岸の湾曲部 
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(2)洗掘の影響による補正係数（α２）の求め方 

 

  

 直線部で砂州のある河道区間や、湾曲部で自由渦・強制渦の影響などにより河床洗掘が生じ

る区間では、その影響を考慮する必要がある。補正係数α２は、以下のように算出する。 

ΔＺ
2Ｈd

α2＝
 

 

ここに、 

ΔZ：洗掘深（平均河床高―予想される最深河床高） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準（案）H21.4より) 

 

※上記(1)(2)で算出したα１、α２を用いた湾曲及び河床洗掘の影響による補正係数（１+α１

+α２）は、これまでの研究成果や現地の実態を考慮して上限値は以下のとおりとする。 

         

セグメント１ 2以下 

セグメント２・３ 1.6以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象：湾曲部の内岸側を除く低水護岸・堤防護岸 
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(3)高水敷と低水路との流れの干渉の影響による補正係数（α３） 

 

 

①高水護岸の場合 

  高水敷上の流速と低水路内の流速は差が大きいので、高水敷部と低水路部との間で運動量交

換が生じる。高水敷幅ｂfp・高水敷水深Ｈfp 比（ｂfp/Ｈfp）が小さい場合、すなわち相対的に高

水敷幅が狭い場合には、高水敷の流れは低水路の流れの干渉を強く受けるので、補正係数α３を

導入する必要がある。   

ただし、ｂfp/Ｈfp がかなり小さく、堤防護岸として低水護岸と高水護岸を一体とした設計を

行う場合には、低水路部分の水深を用いて平均流速Ｖmを計算する必要がある。したがって、高

水敷部分の流速を補正する考え方そのものが適用されない。堤防護岸として設計を行う必要性

の判断はｂfp/Ｈfp＜３の場合を目安とする。 

 補正係数α３は以下のように算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準（案）H21.4より) 

対象：低水護岸の天端工・天端保護工・高水護岸 
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ここに、 

     Ｈfp ：高水敷部水深 

     Ｈmc：低水路部水深 

     ｎfp ：高水敷部のマニングの粗度係数 

     ｎmｃ：低水路部のマニングの粗度係数 

     ｕｂ ：境界部の流速 

     ε：横断方向の干渉効果の大きさを表す 

     Ｆw：高水敷部での摩擦損失係数   

  Ｆm：低水路部での摩擦損失係数 

     ｕwo、ｕmo：それぞれの干渉効果の影響範囲外での流速 

         （それぞれの水深、粗度、エネルギー勾配を用いて、マニング式で求めるこ

とができる。） 

     ｆ ：混合係数、0.04程度とする。 

②低水護岸の天端工・天端保護工の場合 

低水護岸の天端工・天端保護工の設計では、低水路部分の流れの影響を考慮し高水敷上の平 

均流速Ｖmに補正係数α３を乗じる。 

(ｕb－ｕwo)

ｕwo

α3＝ 1+
 

低水護岸の天端工・天端保護工の補正α３の値の目安は以下の通りである。 

セグメント 1 1.3～1.4 

セグメント２ 1.5～1.6 

セグメント３ 1.6～1.7 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なお、①と②の高水敷と低水路との流れの干渉の影響による補正係数については

簡易的に下記のグラフより補正係数α3を読みとってもよいものとする。 

 (鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準（案）H21.4 より) 
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 (4)根固め工の設置を考慮した補正係数(α４) 

   

 

   護岸基礎工前面に２ｍ以上、あるいはブロック１列以上の平坦幅を確保できる根固め工が

敷設され、かつ不陸等が無い場合は、根固め工による流速低減効果が期待できる。 

根固め工の設置を考慮した補正係数（α４）は、これを定量的に求めるための知見が十分蓄

積されていないので、設定に当たっては、水理模型実験や洪水時の航空写真による流速調査

結果から算定するものとする。 

   なお、そうした方法を用いることが出来ない場合は、経験によって定められた以下の数値

を用いても良い。 

 

      bw/Ｈ1≧１ のときは、α４＝0.9 

      bw/Ｈ1＜１ のときは、α４＝1.0 

 

ここに 

Ｈ1:根固め工天端から設計水位までの水深(ｍ) 

bw:根固め工敷設幅(ｍ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準（案）H21.4より) 

 

 

 

対象：基礎工前面に十分な幅を持つ根固め工が設置されている低水護岸・堤防護岸 
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4-3中詰め材料の粒径の選定 

4-3-1中詰め材料の粒径（Ｄm）の算出 

 

中詰め材料の粒径は、代表流速（Ｖo）を用い、下式により算定する。 

Ｈd
ｋs

)2･τ*sd･s･g

Ｖ0
2

Ｄm≧

(6.0+5.75log10
 

ここに、 

    τ*sd：法面における無次元限界掃流力 

tan2θ

tan
2
Φ

τ*sd＝ τ*d×cosθ√(1－ )
 

    τ*d：平坦場における無次元限界掃流力（＝0.10） 

      s：中詰め材料の水中比重（通常 1.65） 

     θ：法面の傾き（°） 

     Φ：材料の水中安息角（＝41°砕石想定） 

    ｋs：相当粗度（＝2.5・Ｄm）（ｍ） 

 
(鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準（案）H21.4より) 

 
 
また、参考図として、以下に法勾配別の算出結果を記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準（案）H21.4より) 

a)法勾配 1:2 
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(鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準（案）H21.4より) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準（案）H21.4より) 

 

 

 

 

 

b)法勾配 1:3 

c)法勾配 1:5 
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4-3-2中詰め材料の粒径、籠の厚さ及び網目の選定 

  中詰め材料の粒径は、代表流速と法勾配の関係から前項 4-3-1の参考図 a～cの様に算定され 

るが、中詰め材料は、市場において容易かつ豊富に入手できる材料であることが望ましいので、

市販の割栗石を想定して中詰め材料の大きさを以下のように設定するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準（案）H21.4より) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

護岸工法と設計流速関係表（参考）

(美しい山河を守る災害復旧基本方針 H30.6 より)

石系(空張)

ブロックマット

かご系(平張)

1:1.5より緩

かご系(多段積)

1:1.5より急

「河川砂防技術基準

（案）」及び「護岸

の力学設計法」等の

技術基準による

4.0 5.0 6.0

設計流速(m/s)
摘要

1.0 2.0 3.0

外力

工法

30cm 50cm

護岸法勾配（水平）
～護岸法勾配（1：５）

5.0m/s以下 5.0m/sを超え6.0m/s以下

護岸法勾配（1：３） 4.8m/s以下 4.8m/sを超え5.7m/s以下

護岸法勾配（1：２） 4.5m/s以下 4.5m/sを超え5.2m/s以下

5～15cm
（10.0cm）

15～20cm
（17.5cm）

中詰め材料の粒径
（平均粒径）

代
表
流
速

※上表の代表流速は水深4ｍ以上に適用

籠の厚さ
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4-4護岸構造の選定 

 

籠型護岸の構造は、所定の厚さと区割りを有した連続マット状の籠構造の中に、詰め石

を行い、蓋網を施した構造とし、地盤変形等に順応できる柔軟な構造とする。 

 

4-4-1籠型護岸の構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準（案）H21.4より) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準（案）H21.4より) 

 

 

*タレ部及び水平部の厚さは
法面部と同じにすること 

*水平部の厚さは法面部と
同じにすること 

護岸構造（低水護岸：根固め工がない場合） 

護岸構造（低水護岸：根固め工がある場合） 

本体部 

蓋 部 
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(鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準（案）H16.4より) 

 

 

 

 

(鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準（案）H16.4より) 

 

 

 

 

 

護岸構造（堤防護岸） 

護岸構造（高水護岸：堀込み河道） 
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4-4-2籠の厚さ 

流勢によって中詰め材料が籠網内を移動しても、籠網の底面が直接、流水に接することになら

ないよう、籠の厚さは中詰め材料の平均粒径(Ｄm)の 3倍程度を確保するものとする。 

なお、標準的な中詰め材料の粒径と籠の厚さの開係を示すと、下表のとおりである。 

中詰め材料の粒径 平均粒径 籠の厚さ 

5cm～15cm 10cm 30cm 

15cm～20cm 17.5cm 50cm 

 

4-4-3網目の大きさと形状 

中詰め材料として用いる割栗石は、一般的に扁平でありかつ混合粒径であることを勘案し、網

目の大きさは、中詰め材料が抜け出さないように、籠厚 30 ㎝では 5 ㎝、籠厚 50 ㎝では 5cm 又は

7.14cmとする。 

なお、籠構造の表面に出る蓋部の網目については、流水の直接の影響を受けたり、流下物等に

よる外力を受けたりすること、さらには、詰石の片寄り現象による、蓋網の膨らみを抑制するた

めの剛性を確保する等の機能をもたせるために、網目の大きさ 5㎝を基本とする。 

 

4-4-4仕切り網の間隔と角度 

洪水流及び洗掘による籠の先端部の変位により、中詰め材が片側に移動すると、護岸の機能が

低下することが予想される。このような現象に対処するため、中詰め材の移動を防止する仕切り

網が必要となる。 

仕切り網の設置間隔については、機械施工による中詰め材の投入の容易さ等を考慮して、タレ

部及び法面部 1.5m以下、水平部 2.Om以下を標準とする。 

取付け角度は、法面に直角とする。また、側網間隔は 2.0m以下を標準とする。 

 

仕切り網の取付け角度 
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4-4-5籠型護岸の構造仕様のまとめ 

30cm 50cm

5.0m/s以下 5.0m/sを超え6.0m/s以下

4.8m/s以下 4.8m/sを超え5.7m/s以下

4.5m/s以下 4.5m/sを超え5.2m/s以下

※上表の代表流速は水深4ｍ以上に適用

5～15㎝
(10.O㎝)

15～20cm
(17.5㎝)

30cm 50cm

水平部

法面部

タレ部

側網間隔

籠の厚さ

籠
の
構
造

仕切の取付け角度

中詰め材料の粒径
(平均粒径)

護岸法勾配(水平)
～護岸法勾配(1:5)

護岸法勾配(1:3)

護岸法勾配(1:2)

代
表
流
速

法面に直角

2.0m以下

1.5m以下

1.5m以下

2.0m以下

籠の厚さ

網目

仕
切
間
隔

50mm

  
4-5構造別の適用区間の決定 

各河川において、本基準（案）により前章までの検討を実施した後、当該河川の上下流・

左右岸の状況、砂州の移動性、類似河川の既設護岸の状況等を総合的に検討して護岸構造と

適用区間を決定する。 

 

4-6吸い出し防止対策 

護岸の下面には、護岸下の土砂の流出及び吸出しを防止するため吸出し防止材を設置す

ることを標準とする。また、高水護岸においては、必要に応じて遮水シートを設置するもの

とする。 

 

解説 

籠型護岸は、籠体内部にも流れが発生し、背後地盤の表面に減速された流れ(以下、残流

速)が残るという特性がある。このため、残流速と護岸下の地盤の土質との関係において、

土砂の侵食、流出がおこることがある。また、背後地盤の内水位と河川水位の水位差等の関

係においても、地盤内土砂の吸い出し現象が起こることがある。このようなことから、籠型

護岸の安定を維持するために、籠工の下面に「吸い出し防止材」を設けることを標準とした

ものである。 

一方、浸透、侵食を重視して設計される堤防護岸として籠を設置する場合には、籠工の下

面に必要に応じて「遮水シート」を設置するものとする。 
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4-7端部の処理 

護岸の端部には、流水によるめくれを防止するため、必要に応じて、小口止め工の設置や

杭打ち工等の対策工を講じるものとする。 

 

 

 

 

小口止め工参考図 

(河川構造物設計要領 令和 7年 3月より) 

杭打ち工参考図 

(美しい山河を守る災害復旧基本方針 H30.6より) 
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5. スーパーかせんカゴ施工編 

5-1施工上の留意点 

○中詰め材充填時は、角の部分や表面は、人力で仕上げるものとする。 

○中詰め材の粒径が小さい場合は、端部がはらむ場合があるので、はらみ防止の措置を 

する。 

以下に、各タイプの施工手順を示す。 

 

5-2施工手順 

(1)設置型平面施工手順(組立完了型の採用により、現在はカゴ組立は不要) 

①カゴ組立        ②製作型枠設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③カゴ設置後、石詰               ④蓋部ロープ結合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤製作型枠脱型       ⑥完成 
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(2)設置型多段積施工手順(組立完了型の採用により、現在はカゴ組立は不要) 

①カゴ組立         ②型枠・カゴ設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③中詰め材充填及び腹ぶくれ防止ロープ設置  ④蓋結束状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤型枠引抜き          ⑥完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 25 

(3)スロープタイプ施工手順 

①施工法面         ②吸い出し防止材敷設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③仕切網設置          ④中詰め材充填 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤中詰め材表面仕上げ         ⑥完了 
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(4)吊り上げ型床固め施工手順(組立完了型の採用により、現在はカゴ組立不要) 

①カゴ組立状況(吊ロープ通し)        ②製作型枠 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

③栗石詰め状況          ④蓋部結束状況 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

⑤吊り上げ設置状況          ⑥完了 
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【参 考】 

1.中詰め材の粒径（Ｄm）について 

中詰め材の粒径（Ｄm）については、4-3 に記載しているように計算により求められる

が、河川災害復旧護岸工法技術指針（案）の中にも水深・流速別に記載があるので、転記

する。 

 

○多段積の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○スロープタイプの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位:cm)

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 6.5

　1.0以下 5～15 5～15 5～15 5～15 5～20

1.0を超え2.0以下 5～15 5～15 5～15 5～15 5～15 5～20 5～20

2.0を超え3.0以下 5～15 5～15 5～15 5～15 5～15 5～15 5～20

3.0を超え4.0以下 5～15 5～15 5～15 5～15 5～15 5～15 5～15

4.0を超え5.0以下 5～15 5～15 5～15 5～15 5～15 5～15 5～15

設計流速　(m/s)

水深(m)

法勾配1：2.0 (単位:cm)

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

　1.0以下 5～15 5～15 5～15

1.0を超え2.0以下 5～15 5～15 5～15 5～20

2.0を超え3.0以下 5～15 5～15 5～15 5～15

3.0を超え4.0以下 5～15 5～15 5～15 5～15 5～20

4.0を超え5.0以下 5～15 5～15 5～15 5～15 5～20

設計流速　(m/s)

水深(m)

法勾配1：1.5 (単位:cm)

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

　1.0以下 5～15 5～15

1.0を超え2.0以下 5～15 5～15 5～20

2.0を超え3.0以下 5～15 5～15 5～15

3.0を超え4.0以下 5～15 5～15 5～15 5～20

4.0を超え5.0以下 5～15 5～15 5～15 5～20

水深(m)

設計流速　(m/s)



 28 

         

6.スーパーかせんカゴに関するＱ＆Ａ 

環境に対して 

Ｑ 生態系への安全性は、どうなっているのか？ 

Ａ 材料の溶出試験を行い、有害物質の溶出が無いことを確認した。 

 

試験結果 
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耐久性に対して 

Ｑ 紫外線による劣化には、どう対応しているのか？ 

Ａ 耐候性に優れた特殊樹脂にて被覆しており、紫外線による劣化はきわめて小さい。 

試験結果 

 

 

Ｑ 酸性水、海水や腐植土に対してどうなのか？ 

Ａ 以下の試験を行い酸性水、海水や腐植土対しての安定性を確認した。結果を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）　水素イオン濃度に関する結果
ｎ＝５

№ ｐH 引張強力(N) 保持率(%)
1 ブランク －－－ 1527 －－－
2 塩酸水溶液 1.0 1334 87
3 2.5 1420 93
4 4.0 1493 98
5 6.0 1429 94
6 硫酸水溶液 1.0 1453 95
7 2.5 1368 90
8 4.0 1413 93
9 6.0 1377 90

10 水酸化ナトリウム水溶液 10.0 1428 94
11 12.0 1528 100
12 14.0 1484 97
13 水酸化カルシウム水溶液 10.0 1530 100
14 12.0 1484 97

酸、及びアルカリ水溶液に対する強度低下は少ないことがわかった。

２）　塩化ナトリウム溶液に関する結果

５００ｈｒ １０００ｈｒ
№ ｐH 保持率(%) 保持率(%)

1 塩化ナトリウム3.0% －－－ 100 100

海水などに対する強度低下は認められなかった。
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Ｑ 摩耗に対してはどうか？ 

Ａ 摩耗実験を行い、耐摩耗性を確認した。 

試験結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 衝撃に対してはどうか？ 

Ａ 割栗石の上にスーパーかせんカゴの網地を敷き、4mの高さから粒径 10～20cmの割

栗石を落下させ損傷を確認した結果、網地の芯材であるポリエステルを被覆してい

るポリエチレンに損傷は見られたが、全体として網地の強度や耐久性に大きな影響

を与えるほどでは無かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験状況写真 

○測定結果

繰り返し回数(回) 0 1500
荷重(kg) 10

外観 被覆磨耗

引張強力
平均(N) 1529 1529
引張強力保持率（％） 100.0 100.0

破断伸度(％)
平均（％） 26.6 23.8
破断伸度保持率（％） 100.0 89.5
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製品に対して 

Ｑ 重量はどのくらいあるのか？ 

Ａ 1×2×0.5のサイズで、鉄製籠は約 18kg、スーパーかせんカゴは約 3kgで、約 1/6の軽

さであり、作業員の負担が大幅に軽減される。 

  また、スロープタイプでは、平坦な場所で陸組して法面に引き込むことが出来るため、

法面での作業が減少する。 

 

Ｑ 吊りタイプや他のサイズはあるのか？ 

Ａ 吊上型有り。サイズに関しては、要求される大きさのものを製作することが可能。また、

異形品の製作も可能であり、河床断面に合わせた形状や、水制工の形状に合わせて製作

可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多段積に対して 

Ｑ 多段積での適用高さはどのくらいか？ 

Ａ 多段積構造は、施工実績等を考慮して、籠型多段積護岸の高さは 5.0m以下を適用範囲

とする(河川災害復旧護岸工法技術指針(案) H13.5より)。なお、基礎地盤や背後地盤

の土質がやわらかい粘性土又は軟弱地盤の場合は、別途検討するものとする。 

 

台形断面施工状況 
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